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Ⅰ新技術の解説

１要旨

 阿武隈地域の桑園に生息しているヒカリギセルは、肝機能に効果のある健康食品として需要が増加
している。 
 しかし、荒廃した遊休桑園ではその生息数は少なく、また、これの増殖飼育技術には、繁殖率の向
上が重要なポイントである。そこで、ヒカリギセルに対するカルシウム資材の効果により、繁殖率を高
める安定生産技術を確立した。 

(1) カルシウム資材は、繁殖率向上および孵化幼貝の成育促進に効果のあることがわかった。

(2) 施用量は、200～300ｇ／㎡が適正量であると判断された。

２期待される効果

 カルシウム資材を活用することにより、繁殖率が向上し、さらに孵化幼貝の成育が促進されるため安
定した生産が可能となる。 

３適用範囲

 阿武隈地域のヒカリギセル飼育農家

４普及上の留意点

(1) カルシウム資材の施用は、飼育床の上から均一に散布する。 

(2) 施用時期は、ヒカリギセルの繁殖期間中の５月と７月に200～300ｇ／㎡を等量分施する。
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